
技術の特徴
・マイクロアレイを用いることで、一回の実験で数万もの遺伝子発現の変化を解析できる
・食品成分の作用を、機能性・安全性を含め多面的・包括的に解析することが可能である
・遺伝子発現レベルで、さまざまな食品成分の作用を知ることができる

研究の内容

今後の展開
イソフラボン等の生理活性成分だけでなく、それらを含む食品を摂取したときの代謝変化を

解析する。食品成分の未知の機能や作用メカニズムの解明に寄与することが期待される。
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マイクロアレイを用いた食品成分の機能解析
－イソフラボン摂取による遺伝子発現への影響－
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機能性

イソフラボンの生理活性を比較

食餌イソフラボン濃度の影響を検証

イソフラボンの
作用を分類

0.2%イソフラボン食で
発現量が変化した遺伝子数

0.2%ゲニステイン食で
発現量が変化した遺伝子の分類

実験動物による
食餌試験

0.1％ 0.2％ ゲニステイン0％

遺
伝
子
発
現
変
化
量

ゲニステイン ダイゼイン
増加 110 42
減少 147 50
総数 257 92

炭水化物代謝

脂質代謝

アミノ酸代謝
シグナル伝達

転写調節

刺激に対する応答

輸送系（電子、その他）

細胞周期、アポトーシス

細胞接着
タンパク質分解

その他

生物学的機能が不明な遺伝子
マイクロアレイチップを
用いた遺伝子発現解析

イソフラボン食

ダイゼインよりもゲニステインに応答する遺伝子数が多い各遺伝子の作用濃度が異なることが示される

イソフラボンが作用する多様なパスウェイを解析する手掛かりを探す

（数値は遺伝子数を示す）
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